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。蓬灘聡難驚1隷威灘搬1　IUI；1　1郷
の環として礁｝繊と，卜節との関髄徽し，繰紳　　これらについて・匹1㈱匙よる櫛び嚇聴をしらべ

鯉鵬隔鰍齢心として，大，トい辣にf｛liして一s、1，　1｛　るために・それ’糊糊蹴によ髄煮ξ鮒（灘醐

紅小髄多附礪「ft，jをみとめた．そ．で繍4蹴に　禰綱・129／d°蒸蝦透蒸鰭繭lll｝°・13・／d）をもと

より礫酬をもとめ，．れを墓靴した舗辮・；離　め樋蘇1物：1二1心として額’縮磁1；購に伽

と櫛と醐融糊し，すで醗表した醐糊i欄　三熱ら漸劉i鼎騰滑よ．う｛ご欄鑓かえ
抗の欝である・と晒弔鰍た．なお櫛・関係・深　懇牲た鵡！嚇姻撮透繍li獄嚥蝦透
い酬として原糀鰯建ならびに煮際件r“：t，いてしら　蒸鑓欄咄‘傭のについて才鵡つた・さらに源欄

繍蟹！講鰻叢繍1離ガ1鰍鷺鑛繍・勉繋1滋
蝦細肛場．東融糸　1〒。私水社鏑腋瓶、・個　灘セリプレーソバネノレ醐のノ櫛醐鰍で勇蔑した・

蚕種製i錨勲を乎伝われた当研究室細聴知L雛　　　　 実験結果および考察　’

灘な尉齢表します・なオ瑚獺敵縮隙言撒　1湯醐淵繭の場創、つし、て．
襯1鯉挿こと鮒ll己し，蝸耐し酬の意敏し　　ω燃度と小li剛縣
オvl・
t「’P° A．　　　　　　　　　　　解舗抗によつて・櫛を溜腱するため，まず渕・・1（聴

　　　　　　　実験試料および方法　　　　　もちいて煮存鱒間と角糊抵抗4燗係をもとめ・輸抵損亡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により煮熟度を第1表の如く7階級にわけた。
　本研究は小節を研究対象とする都合上，試料としては

繭検定成績その他を労慮して，比較的小節成績¢）よくな　　　　　第1表解前抵抗と煮細i寺闘の関係

・りぎ・瀞巨をえらび・それ’ど渤・…槻酬・た・　蹴1。．。6。．。8

繍奏撫㈱，辮研究室　　遡・
　　　　』t’｝rm　　　　「一一一噛7－1闇’…’　　…　　一in－冒　　tt　　　　　　　　　　　（9／d）

＊　本研究は昭和33・年11月製糸絹繊維研究発衷会におい　　　闇’國“一、
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　但し，煮繭法はつぎのようにおこなつた。　　　　　　　　第4表はこの分散分析結果であり，煮熟度，繭型およ

　　脱気1分（98°C）一・低温浸透30秒（50°C）一・湯煮繭　　　び廻1二作川共危険率1％で有意差がみとめられ，点熟度

　　（96°C）所定時間一〉蒸タ祀止め1分放置一・煮繭終一r　　　については適煮区（0．129／d）のノ1・節が最少であり，こ

　実験単位は荷rlからのランダム抽出繭100粒を21；11に　　　れをri　l心にLド共に増加する傾げrJをみとめた。また繭型’

わけて煮繭繰糸（繰糸温度40°C，72．5m／min，8粒付　　　il’1］では大型繭に多く小型繭に少い傾向のあることがわか

5緒繰）し，各区よりそれぞれ20パネル採取して両価の　　　つた。（1［’］．し，x2検定による分散分析法においては検出

小節出現数を比lli交した。第2表は煮熟度（便’i：1：上解衝蝋　　　1…lll度の1白iすぎる欠点があるV：》でt　lill課の判定1こあたりひ

抗によって示す）と小節との関係を示したものである。　　　かえめにす為ことが安全であることに1・li意する必嬰があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。）

　　　　第2表煮熟度と小節発生数との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ag　4表　分散分折結材と
解箭
抵抗　O，06　0．08　0．IO　O．12　0．14　0．16　0．18
（9／d）

小節
婁父　　　　535　　　402　　　346　　　294　　　794　　　474

（ケ）

要　　因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　696　　　　煮熟度開㈲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭型闇（B）

表で明らかなように小節出現数は煮熟度によつて異　　　（A）x　（B）

り，ほぼ0．129／d（適煮）を中心として」ジドいずれも増

がの値　　白lh度　　（x9　O．01り

43．83ド犀ド2　9．210

84．1γド＊　　　　3　　　　　11，345

201．8＊＊　　　6　　　　　16．812

原欄顧によつて剛・謝こ内容を検討・た。　爾抵鯉
　　（2）繭型および煮熟度と小節との関係　　　　　　　　鋤藍9屋⊇

　試料（b）について，繭畏および繭巾の荷口平均値を中’L・　　　　0，14

に4区分（大型3・3・m以上×L9・m以上・丸型3・3・m以　　O．12

下×1．9Cm以上，一長型3。3Cm以上×1．9Cm以コ㍉小型3．3
。m肝×、．9、m以下1在）し，実蛎灸靴酪区5。粒撒返　　゜・1°

犠禦雛繍編：繰麟1麓謙、筆・表繭蝋・・度・獺蜘・脚・

し3回とし，それぞれ蝋を中心に老翼緒煮の3聯　　計
について箭記同様小節禺現数を比較した。第3表はこれ

　　　　　　　．　　　11

大型鯉鯉小型 P計
459　　　347　　　255　　　259

401　　　430　　　247　　　237

370　　　498　　　　341　　　243

1230　　　1275　　　　843　　　739

1320

1315

1452

4087

らの結果である。

但し，小節数は各区10パネル両面の出現個数で示し　　　　　　　第6表分散分析結果
た。

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　因

第3表鯉．襯戯櫛敷数との［矧細　　煮鞭1細

囎、淵大型丸型長型．耀

O．14

0．12

0．10

計

395　　　　315　　　314　　　219

289　　　320　　　246　　　256

426　　　336　　　464　　　244

1110　　　　971　　　1024　　　　ア1g

繭型間（B）

計　　　　（A）×（B）

x2のliil［自［tl度　κ1（0．01）エ1（O．　05）

　8．85＊2　　　　5．991

214．52＊＊　　3　　　　11．345

　27，6＊＊　　6　　　　　16．812

1243

m1　　　　同様な実験を試料（a）についてもおこない，ほぼ同様び：）

　　　　　結果がえられた。第5表および第6表はその結果であ
1470

　　　　　　る0

3824　　表から煮1鞭によ15差騨1型によつて卿，適煮1秘
　　　　　ずしも最少とは限らないが，分散分析の結果から煮熟慶

間に危険率5％で有意差がみとめられた。ここに適煮条
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件とは荷口全体の平均的なlll工であつて，繭型毎にその条　　　　ことがわかつた。

件も幾分異ることを考慮すれば，上記i蠣型男llの結果は必　　　　っぎに繭型悶の藻は繭型によつて繭層構迂孟が異ること

ずしも不思畿ではないであろう。繭型および交互作用は　　によるものと考え，これらの融i層粗密度を比較した結果

共に危険率1％で有意差がみとめられ，繭巾の大きな大　　　は第7～8表の如くである。

’丸型繭は繭巾のノ1・さい長・小型繭に比してノト節の多い

第7表　繭　層　粗　密　度　比　1【咬　1直

　　一、一一　品　種

繭男1ゴ＼越

外　　　層

中　　　／轡

内　　層

’F　　均

松　　華　　×　　1」l　l1青　　　o））

大

14．5

16．5

16，8

15．8

丸

14．0

17，5

19．3

16．9

長

15．5

17，8

19．0

17．3

小

16．5

17．8

18．O

17．5

長光×信和　（a）

大

14．0

15，4

17．5

15．　6

丸

14。0

17．5

16．8

長レト
14，4　　　　　　14，3

16．8　　　　16．8

17．0　　　　17。8

16．1 16．1　　　　16、4

1旦し @　繭層搬曹一定・讐灘…器・・

第8表　分散分析結果　　　　　　　　　おこなつた（，

要因頒鯛i撒比（・）

律両　型　i｝刊　　　　5．45｝ド串

τ黒薗　ノ筈　1昔」　　　3ア．81＊｝ド

0．64

28，10＊＊

　　　F　　　触蒸1分（繭琳柱51・m）一輯服透3°秒（55°C）
一　・　　・　一　　　一ン熟成所定時［［，II（蒸気圧水粧5mm）一》調整3分（内

Fl，　（o．01）＝5．09　　　Boilling工分）一・逆浸1分（55°C）一〉煮繭終了

Ffs（0．　Ol）＝6．01　　　煮熟度1翻擶抵抗により煮繭i棚i（熱戒部姻ll購1’IID

　－　　　一一一…　　　を策9・表のように決定した。

度は小節の少い長型・小型繭に比較して小さい傾同のあ　　　　　　．J、．　L

これらから櫛の難が z’鯉゜丸蝋の繭輿密　　第9表煮…鞭と繭醐との関係

る・とがみ・められた，・の・とは蘇・り浮・ヂ珊　。職犠

に，櫛が多いとされていることとよく対応している。こ　」髄＿＿：！

れは更に鐘ケ淵蚕糸河田蚕種製造再1より提供された小節　　　　昭光×栄華（G＞

購品種について実験し揺註課，劇醐離騰しく・1・　長光・1諏㈹

0．14

5分42秒

3分6秒

0．12

8分12秒

4分24秒

0．10

12分0秒

7分6秒
さく，また小節発生数のきわめて多かつたことからも明　　　　　　　＿．．t．．．．．一．．一．．＿一　　　．　＿＿＿＿

らかであつた。

　H　蒸気浸透蒸気煮繭の場合について　　　　　　　　　　試料⑥についての繭型および煮熟度と小節出現状態と

　　（1）繭型および煮熟度と小節との関係　　　　　　　　の関係は第10～11表の如くである。

　試料（e）および（cl）について，前項同様に荷口内を繭型で　　　　これらの表から明らかなように，煮熱度では解欝抵抗

層別し，実験単位501立として，繰糸温度40°C，速度80m　　　O．14g／d区の小節が最少であり，繭型閲では小型繭に小

／millの下で21申繰糸をおこない，　それぞれ10パネルに　　　節の少いことがみとめられた。

ついて両而に出現した小節数を比較した。煮繭には実験　　　　ここに煮熟度との関係において解欝抵抗0，14g／d区が

用電熱式・卜型蒸気煮繭1幾を使用して，実験の都合上蒸気　　　最少であつたが，その後追試の結果，解欝抵1究0．13g／d

熟成部の処理時闘をかえ他は同一条件としてつぎの如く　　　で最少となることがわかつた。（後述）
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　　　第10表繭型・灘艘と・1・節発生数との1・縣（。）　　　鋼2表ll　｛型・欝1腹と・M醗d…敷と・珊係（，D

癬震盛謹杢竺」・型＿墨一三じ工「　　縫1瀧／』騨1ソ・型蝦・殿・・剛I

　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘一　　　　　　　　　　　　　一　一一」一『　　　　　　　　　　　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t剛｝幽噛　　　　　　　　　　　　匿一Lヒ．・　　　　　　　　　　　　　　＿th

　　　O・14　…732　700　680　590　2702　　　。．14　…228　108　185　167　688
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　°・12…9・16・・93367932。3　　・．1212451871651・3　7・・
　　　。A・17659881・239523728　　・．1・i3・182。329443aIl253
　－．一一　　　　　　　1　　　　　　　　　・　　．　　．．　．　　』　　　　　　．　　　、　　　　　・・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　言1－239823782636222119633　　計　7914986・47。82641

　　　　　　　　　　第11表分散分析細モ　　　　　　　第13表分散分イ繍、』1こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一＃tS－■■ny一

要　　　因　 1　　　xL’の値　　　白i』1’り虻　　　嬬（0・01）　　　　　　　要　　　因

煮熟度閲｛△）　164・0。＊＊　2　　9．210　　　嶽熟度（A）

繭型間（B）　36・57二｝：＊　3　11．345、　　繭…型間（B＞

（△）×（B）　296・20＊’1：　6　16．812　　　（A）・（B）

　κ黎〔ろ）i［1’〔　　　Iil．由り芝　．　場（o．01）

236，8　；1：tl’　　　　　2　　　　　　　9．21Q

　69．64；1電＊　　　　　3　　　　　　11，345

445．3　’i：：it　　　　　6　　　　　　16．812

　　試料㈹についてさらに圃様の実験をおこなつた赫果は　　　　以．．L（G），　O））jilll品種の艦！舖二性を比較『’lj“ると，松華×山晴

第12～13麹如くである・隷1｝徽ではや1．釣0・149／d区　（。）は第9却・り明ら醜」・う1謝否杯1・葡にして，，J、節

の・1’節が最少でξ・ることがわかつた・しかしながらi襯1　も非常に飢1けることがわかつた。

艮罰ではブL悲疑のノ」、f荊多§三k婁父がゴ浸少で～ちり，…易1～必透i易密黄督両の　　　　　
つぎに1i町rl・1l　lii韮のilii｛ノ費壮1密1我を比li竣しブ1こ宗占果は鋸514～15

」易含と大分おもむきを異にすることがわかつた。この源　　　表の如くである。

因｝こ》つV・て：レま己父～わレ⊂弄可ラ｝i籍樹おと賊こ）・S｝ナる処ji里岳幾騨1￥民素らひ：｝こ

その効1温の象整塁饗力為ら率夷轟寸する予気三レtt爵）るo

第14表　　肇餐r賢1柔噴・藤街甕望・r｝両ノ膏ガ1伴｝／亀鱈ミ理芝⊥：ヒIli亥｛〔1工

’トここ』・　種1　　　長　光　×　信　和　　（，D

繭雁嚇＼＼亜…茨…麺一一．一翼並一…製「’閉厳”…‘．ヒ耐示灘r

外　　　層

中　　　層

内　　　層

平　　　均

17，3

21。9

19．9

17．4

21．9

23，9

18．7‘

21．4

24i　4

桑公　　謎i笠　　×　　1⊥1　｝1肖　　　　（G）

19．7 21．1

1

21，5

：ブく　　型　　　　　JtL　　廷射疑

　　　　　　　　　　　　　　1

18．8　　　　16．6　1　　16．7
23．，1、。．，…，。．5

　　　　　1　　　　　i

22．8　　　　　　20．5　　i　　　21．0

21．8 19．1 19．4

・貸　　型　　　　ノ1・・　鑑1

　　　　　1

19．7　「　　18曾2

・… P19・6

20。4　i　　20．2

20，3 19．3

第15蓑　　づ｝　　昔1ξ　　づ｝　　イ；斤　　宗占　　；響乏

要　　　　因

1．：t．1　『種　 1罰　㈲

繭型間（B）
督寓　屋穿　「琶i　（0）

〃｝昔女上ヒ　　　　　　　半U　　　ヲ筐 睡　剛鰍比　判ラ1・
10．4　　　　＊　F｝（0．05）＝5．99

1．9

26・1　＊．Fl（0・05）：10・92

（N　×　（B）

（A）×　（G）

（B＞×　（G）

1，9
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　表より明らかのように品種間および繭層問に危［16、1婚　　　　皿　湯浸透湯煮繭と蒸気浸透蒸気煮繭の比較

％7Cイ1，謬、辺、、ニカ：溶腿とめリオPし，　南靖ヲ製1罰α）瑳皆』‡みとbl）らオしノよ力誌　　　　　　Hと1司一一〇）1試埼：1・1：二vl）レ・て：，　7易長懸南ilオ∫よOミ記r．．タく舜歪剛10）〕瞳

つた。しかし1ii，1川1の大きな大・丸型繭の繭ノ1．1粗t’1度1．茎長　　　煮条件（0．129／d，0．139／c1ブ．ドで小節出現数を誓［1型別に

小型繭にくらべ小さい傾llllがみとめらオし，前記小節出3｝邑　　比較した結果は第16表o）如くである、〕

但「U司と1斐D堅・1・生力蒐二詳㌧～1）もa、）cりkうてC’EtE）るo

第16蒙…　テ鷺繭蒔去・砒1互！とノト無’葭∫邑∠【三婁文とσ）［〉、lf系

け　　’くこ「：：こごこ＼、．灘1法　　翫。1翻三欄li（0．129／d）　　　然女（浸，撚鰭1　　1（0．139／d）
　　　　　，　　　　　　　XL，
　　T　　　　　’　ロtt，　　　　　　　　コマ　　s．りー　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－t　　ド　ロ　　vem　”m．mT－tT　　，　　　　　　　　　　　　　，　，　　，　　　　　　＿．＿．＿．－　＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿t　＿　　　　ロ　tt　d．＿　　　－　　

川種＼1騨1火型1丸型長型小型言1・大・畔丸脚…型小2里団
」蓬うヒ×｛溶禾1：1　〔〔［）
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　角1奔チ蛋王如牝犠王iモソ［』×f、身矛rMこにLラ鴛薗i諺」ミ｝こよるノトf’11’戸∫邑’㍑ヨ’1（に：　　　　　　ji．eL’竈灸｛・二三菜女㍍煮：菌】o）糞易でア1こプノV・Lぐ，　諜1：，、机彦芝と’」・負1」多邑∫1婆｛（

鋳台んど受…をt；1’1、とめなカ、’つたカT］、，　角ド舗i’訴芝の4公・医×1」」［if」に　　　　 とのtIllイ系を㌶弧0お、｝；び12，～ぐとあオ）通と1・灸」1・1’一ナると㌶L’17表び）

Jl，s　V、レごレよ．蕉女L漬無監阿｝こよi）も（7）a／｝プ」9カ「）ノト無π∫を埣｝つ門」；う．tt誰）　　　　女「1くいtt　El｛）1），　話荏棄覗謁1透；渠荻」，ぜ．1：1摘ヴ）ll、坊冷『｝＃角i舎予；1底｛．兀0。13

るO　噸また’伊訂デ」：轍｝蒔ユ珪」塾角峯否多フ［ミェ辿な（O）轟．11｛重｝こノlhi’11ゴを’多1．蹟勺1る　　　　　9／d　G薗業ヒ）　i；付3垣1｝こノ1、負1了）1とζレρ）1！∴｝う1芋「ニイに噛司『ること力憶4ノ．と

ことがみとめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　められた。

第　　17　表

》：一・些竺一　　　長光　×　信和　　（〔D

熟腰・鯉大
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228
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メL
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158

長
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94

小

16ア
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計

688
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イ公　　 1．“／・　　×　　1」．1　日iLナ　　　（G）

O．12
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ヅ（
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メL
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422
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畏

680
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933

1023

小

590

402

6ア9

952

計

2702

1885

［　3203
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の小さい大型繭はlllli層粗密匿の大きな小型繭にくらべて

　　　　　　　　　　　　　　摘　　要　　　　　小髄多肌，隷繭／闇で糖離囎し．い【融るい

　鐸疑i；熟腰聖ホ∫欠u：縦身1・爵構」置とノJ、負口との関係より・命澱E白勺鰯｛会予　　　　レま角i｛舎予の堵寺にフド良」な郡llこよるとき1・まノ」、i‘t口を多出づ『る1頃μ町

⊇t氏わtiこvつV’・てii．寅口1’しブこ痢｛r昇之ノつぎa）葛事工頁カミ明らカ・となつ）　　　　カX註うるo

た。

ω榊牲糸嚇1了勉雌購輸灘ら。・に煮　　　　文　献
熟度によつて異り，適煮条件の下で最も少く，これをrl1　　　（1）林頁三・ll禦i予誠一：蚕学雑蕎志，8（1～2），

心に若蕉又は老煮となるにしたがつてノJ、節を多出する。　　　　　　　273～285（1935）

ここに適煮条件とは先に報告した奮理的解釘抵抗（0．12　　　〔2）　　　一一・　　　　：生糸の国，9（12），9～12

～O．　13g／d）を．1量陰準としたものであり，この櫨の遷確で　　　　　　　（1937）

あることを小節発．．L面より立言iEする’ものである。　　　　　　（3）　　　・冑沼　茂：信，大繊維，（7），109～114

　（2）繭1｛一1購造と・ji節との関係においては，繭層粗密度　　　　　　　　（1957）
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（4）青沼茂外3名・製織術，（5）・59～65（1958）　　A・we　already・ep。・t・d　i・。・・p・evi。us　p。pers

（5）青沼茂　・1献繍1　・（4），74～78（1954）　　th・t　th・id・al・。・diti…fthe　c・c。・・n　u・wi。di。9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＿。，，　　　　　「es’sta罫ce　wal　a「°und　the　value°・12｝°・139／d…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’ecognizecl　thls　as　a　standard　after　searching　the

　　The　writers　studied　on　the　ideal　condition　of　tlユe　　　most　suitable　cQo1｛ing　conditic｝n　which　we乙mticipa－

cocoon　unwinding　resistance〔m　the　relation　between　　ted．　We　can　prove　its　fitness　by　directly　observing

the　degree　of　cocoon　cookin9，　the　structure　of　　　the　neatness　on　the　surface　of　the　I・aw　silk．

cocQon　sllell　and　the　neatness　appearance，　　　　　　　　　（2）Conce］rning　the　relation　betwEen　the　structu1・e

　　The　brief　results　obtained　as　follows；　　　　　　　　of　the　cocoon　she11　an（l　the　neatness　on　the　surface，

　　（1）　The　condition　of　the　occurance　of　neatness　　　it　seelns　that　the　big　cocoons　which　mostly　have

in　raw　silk　was　most　influenced　by　the　various　　　small　dens｛ty　produce　m〔肥neatness　oll　the　surface

cocoon　cooking　methods　and　the　degree　of　cocoon　　　than　those　of　the　small　cocoons　wi亡111arge　density。

cooking．　The　occurance　of　the　neatness　can　be　　　There　was　also　a　tendency　that　the　cocoonsく｝f　di・

minilnized　ullder　the　most　suitable　conclit：ion，　but　　　fference　between　layers　alld　th【｝se　of　the　worse

cooking　the　cocoQn　fo1’too　long　a　time　or　for　too　　　unwincling　resistance　resultecl　ill　producing　mΩ1・¢

short　a　time　can　not　obtain　such　a　result，　　　　　　　　neatness　in　the　raw　silk．


